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冬来たりなば春遠からじ 
 厳しい寒さが続く中にも、日差しの柔らかさや、風のぬくもりがほんの少し感じられるようになってきま

した。季節の変わり目に差し掛かるこの時期、私は毎年、「冬来たりなば春遠からじ」という言葉を思い出

します。どれほど冬の寒さが厳しくとも、その先には必ず春がやって来る――。古くから伝わるこの言葉

は、自然の移ろいだけでなく、私たちの人生や努力にも重ねて考えることができます。 

 今年度を振り返ると、七条中の生徒一人ひとりが、それぞれの冬とも言える大変さや困難に向き合ってき

ました。勉強で思うように成果が出なかったり、部活動で悔しい思いをしたり。友だちとの関係、クラスの

中での立ち位置、自分自身との向き合い方――成長の途中にある皆さんにとっては、どれも決して簡単では

なかったと思います。時には「どうしたらいいかわからない」「自分だけがうまくいかない」と、心の奥で

つぶやいた日もあったかもしれません。 

 しかし、そんな皆さんにこそ伝えたい言葉があります。「辛い（つらい）」という漢字は、一画線を足す

と「幸せ（しあわせ）」という字になるということです。この話は単なる言葉遊びに見えますが、実は深い

意味が込められています。人が「辛い」と感じるとき、それは決して後退ではなく、むしろ前に進もうとし

ているからこそ生まれる痛みです。挑戦しているからこそ、うまくいかない現実に悔しさを覚える。真剣に

向き合っているからこそ、思うようにできない自分が苦しく感じる。その気持ちはすべて、成長の証です。 

 「辛い」の一歩先に「幸せ」がある――。これは、「苦しさのすぐそばに、必ず成長の芽や喜びの種があ

る」ということでもあります。今年度、皆さんが積み重ねてきた努力は、たとえ目に見える成果として現れ

ていなくても、確実に心の中に積み重なり、次の一年を支える大きな力となるでしょう。 

 ３年生にとっては、中学校生活の締めくくりの時期となりました。卒業は別れであると同時に、未来への

大きな一歩です。不安もあるでしょう。しかし、七条中で培った経験、人とのつながり、積み重ねてきた努

力は、必ず皆さんの背中を押してくれます。どうか胸を張って、新しい世界へ飛び込んでいってください。 

 １・２年生は、来年度へ向けて準備を進める大切な１か月です。進級すると、今より求められることが増

え、責任も大きくなります。ですが、それは皆さんが一歩大きく成長できる機会であるということです。 

今抱えている悩みも、努力も、失敗も、それらすべては「次の自分」をつくる大切な材料です。どうか、焦

らずに、少しずつ前へ進んでいってください。 

 ３月は、区切りであり、同時に未来の準備期間でもあります。 

七条中学校の生徒一人ひとりが、踏みしめる一歩一歩が、温かく、希望に満ちた春へとつながっていきます

ように。そして、この一年間の経験が、皆さんにとって「辛いからこそ見える幸せ」へと変わっていくこと

を、心から願っています。 

挑戦し続けることの尊さ 
上記の話を実現した一例を紹介します。ミラノ・コルティナ

2026 冬季オリンピックで、スキージャンプ女子ノーマルヒル

において銅メダルを獲得した丸山希選手です。丸山選手は、こ

の４年間について「苦労した時期が長かった」と振り返りなが

らも、大舞台でこれまで積み重ねてきた努力を発揮できたこと

を心から喜んでいました。また、彼女は大けがを乗り越え、長

いリハビリや恐怖心と向き合いながらも挑戦を続け、「時間は

かかったが、夢をかなえることができて幸せ」と語っていま

す。丸山選手の言葉から伝わってくるのは、努力を積み重ねる

時間は決して無駄にならないこと、そして諦めず挑戦し続ける

ことで道が開けるということです。結果がすぐに出ないとき、

思うように進まないとき、私たちはつい心が折れそうになりま

す。しかし、丸山選手の姿は、困難の先にこそ成長と喜びがあ

ることを強く示してくれました。**挑戦は自分を成長させ、未

来を切り開く力になります。** 

みなさんの新たな挑戦を、応援しています。 

保護者・地域の皆様へ 
平素より本校の教育活動に温かいご

支援とご協力を賜り、心よりお礼申し

上げます。令和７年度も終わりを迎え

ようとしておりますが、子どもたちが

日々成長する姿を見守ることができた

のは、何より皆さまのお力添えがあっ

てのことです。 

今年度は、学習面・生活面ともに、

子どもたちが自ら考え、仲間とともに

取り組む姿が数多く見られました。行

事や部活動、日々の授業の中で、成功

もあれば悩む場面もありましたが、そ

れぞれの経験が確かな成長につながり

ました。温かく支えてくださった保護

者の皆さま、そして地域の皆さまに深

く感謝申し上げます。 



 


